









































Development of a Teaching Practice About Meaning in Life for Junior High School 
Students 
松　本　　　剛*　　山　下　美　恵**
 MATSUMOTO Tsuyoshi YAMASHITA Mie
　本研究では、中学生を対象に、「生きる意味」に関する教育実践を開発し、検討した。中学生を対象とした「生きる意味」
に関わる尺度が作成され、3校の中学校 328 人の生徒に実施された。質問紙調査を因子分析した結果、11 項目からなる 3




　This study examined developing teaching Practice about Meaning in Life for junior high school students. At first, questionnaire of 
meaning in Life scale for junior high school students was developed.  A questionnaire made on considering PIL（Purpose-in-Life）
Test Part-A was given to 328 of students at three junior high schools. Based on the results of a factor analysis of this questionnaire, 
three different factors from 11 items 1） fulfillment in life, 2） self ‐ esteem, and 3） purpose of life were found. This questionnaire 
was used for investigating the effects of a teaching practice about self ‐ esteem and purpose of life on students in junior high school. 
When comparing those students with the non-continuous performing students, as a result of two factor variance analysis increasing 
before and after this practice for continuous practice students. This result infers that this practice had the effects on three factors.
キーワード：生きる意味，自己効力感，中学生











































































































































































A 県 B 市立 C，G，H 中学校の 2 年生を対象として，
20XX 年 12 月中旬に調査を依頼した。Ｃ中学校はＢ市
の中心部に位置し小規模校で授業実施校，D 中学校は B
市の中心部の中規模校，Ｅ中学校は B 市の周辺校の中
規模校である。有効回答数 382 名（C 学校 91 名，D 中

























20 項目について，有効回答数 328 名のデータをもとに
主因子法による因子分析（プロマックス回転）を実施し
た。20 項目に対して主因子法を適用した結果，因子負





























































 生活の充実感 自尊感情 人生の目的 
自尊感情 .515 .713 .469 
自己肯定意識 .657 .580 .644 
















項    目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 
Ⅰ 生活の充実感    
2 毎日，いつも面白くてわくわくする .911 -.004 -.122 
1 ふだん，元気いっぱいではりきっている .754 -.020 -.019 
5 自分はのびのびと生きていると感じる .581 -.008 .030 
6 自分なりに個性を大切にしている .528 .071 .069 
Ⅱ 自尊感情    
18 何かにつけて，自分は役に立たない人間だと思う※ -.095 .948 -.062 
17 自分には，自慢できるところがあまりない※ .023 .603 -.023 
12 物事を人並みにはうまくやれる .080 .467 .024 
13 私は責任感のある人間である .143 .399 .071 
Ⅲ 人生の目的    
20 人生（将来）の目的やするべきことをみつけられていない※ -.078 -.091 .836 
8 人生（将来）の目標の実現に向かって全く何もやっていない※ -.080 .104 .640 
3 生きて（生活して）いくうえで，はっきりとした目標や計画がある .252 .061 .591 
因子間相関     因子Ⅰ  .469 .416 
因子Ⅱ   .511 





３因子の内的整合性は , Cronbach のα係数による検討
によって検証され，第Ⅰ因子＝ .788，第Ⅱ因子＝ .717，
第Ⅲ因子＝ .745 の値を得た（表 1）。また，再検査法に
よる反復信頼性についても検証した。さらに，中学 2年
生 136 人に２週間の間隔をおいて 2度同じ調査を実施し
た結果，ピアソンの相関係数はそれぞれの因子で第Ⅰ因



















A 県 B 市立 C 中学校 3年 D 組（男子 14 名，女子 16 名，
計 30 名）を対象とした。また統制群として「中学生の
自己考察（自己受容と生き方）」の授業プログラムを実
施しない 3年 E 組，F 組（男子 27 名，女子 33 名）を設
定した。実施は，201X 年４月下旬～６月上旬の６日間，
A 県 B 市立 C 中学校 3年 D 組教室において，筆者（山下）





























































生涯の充実感 13.5 (3.44) 14.0 (3.82) .804＊＊ 
自尊感情 9.78 (3.37) 9.97 (3.47) .651＊＊ 

























なもの ” を考えながら，最後に “ あなたにとってたいせ
つなことは…”と問う展開になっている。「自分」にとっ
て大切なものを自由に想起させながら，最後に “あなた






























17.30 , p ＜ .01），群×時期の交互作用（F（2,176）＝ 9.10 









（2,176）＝ 11.41, p ＜ .01），群×時期の交互作用（F（2,176）









（2,176）＝ 12.34, p ＜ .01），群×時期の交互作用（F（2,176）




















群 事前 事後 Follow up 多重比較 F値 
実践群 
13.4 15.1 15.6 
事後>事前 
A:17.30＊＊ 
(3.4) (2.7) (2.4) B:1.21 
統制群 
15.3 15.3 15.8  AB:9.10＊＊ 









ト，事前テストの順に平均得点に差が見られた。 (表５)  
 
表５ 因子２「自尊感情」の分散分析結果 
群 事前 事後 Follow up 多重比較 F値 
実践群 
11.3 12.9 13.1 
事後>事前 
A:11.41＊＊ 
(3.9) (2.7) (2.6) B:3.13† 
統制群 
13.5 13.6 14.0  AB:5.39＊ 
(3.6) (3.5) (3.4)   
上段：平均値，（下段）：標準偏差，＊＊p<.01, ＊p<.05, †p<.10 
A：時期の主効果，B:群の主効果，AB：交互作用 











群 事前 事後 Follow up 多重比較 F値 
実践群 
13.4 15.1 15.6 
事後>事前 
A:17.30＊＊ 
(3.4) (2.7) (2.4) B:1.21 
統制群 
15.3 15.3 15.8  AB:9.10＊＊ 









ト，事前テストの順に平均得点に差が見られた。 (表５)  
 
表５ 因子２「自尊感 分散分析結果 
群 事前 事後 Follow up 多重比較 F値 
実践群 
11.3 12.9 13.1 
事後>事前 
A:11.41＊＊ 
(3.9) (2.7) (2.6) B:3.13† 
統制群 
13.5 13.6 14.0  AB:5.39＊ 
(3.6) (3.5) (3.4)   











表６ 因子３「人生の充 の分散分析結果 
群 事前 事後 Follow up 多重比較 F値 
実践群 
9.2 10.7 11.1 
事後>事前 
A:12.31＊＊ 
(3.7) (3.5) (2.7) B:.44 
統制群 
10.7 10.6 11.1  AB:6.64＊＊ 
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